
○

「
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の

委
託
業
者
で
す
」

と
い
う
電
話
に

要
注
意
、
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド

聞
き
出
す
詐
欺

に
注
意
！

プ
ル
ル
ル
ー
！

「
こ
ち
ら
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

プ

ロ

バ

イ

ダ

ー

（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
の
委

託
を
受
け
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｐ
Ｃ
の
設
定
変
更
が
必
要
な
の

で
す
が
…
…
」
。
こ
の
よ
う
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
要
注

意
だ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（J

P
C
E
R
T
/
C
C

）
に

よ
る
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
委
託
業
者

を
名
乗
っ
て
電
話
を
か
け
、
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
詐
欺
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
詐
欺
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
委

託
業
者
を
名
乗
り
、
ス
パ
ム
対

策
と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
Ｏ
Ｐ

２
５
Ｐ
の
設
定
案
内
を
口
実
に
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
。
ま
た
会
話
の
流

れ
を
う
ま
く
使
い
、
ユ
ー
ザ
ー

が
利
用
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
名
を

特
定
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
。

典
型
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
手
口
だ
。

対
策
は
、
こ
う
し
た
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
も
取
り
合
わ
な

い
こ
と
。
ま
た
、
も
し
、
こ
う

し
た
電
話
を
受
け
、
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
を
伝
え
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
早
急
に
パ
ス
ワ
ー

ド
を
変
更
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
相
談
す
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
と
い
う
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
。

私
達
に
と
っ
て
毎
月
一
番
の

楽
し
み
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
給
料
日
。
い
つ
も
な
ら
単

純
に
「
待
ち
遠
し
い
な
あ
…
…
」

と
思
う
だ
け
で
す
が
、
今
月
は

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

そ
う
、
そ
れ
は
「
住
民
税
が

増
え
る
」
か
ら
。
今
年
の
一
月
、

給
料
の
手
取
り
額
が
増
え
て

「
や
っ
た
ー
！
」
と
喜
ん
だ
人

は
多
い
ハ
ズ
。
で
も
、
そ
れ
は

ぬ
か
喜
び
だ
っ
た
の
で
す
…
…
。

今
年
か
ら
「
税
源
移
譲
」
に

よ
っ
て
、
国
税
（
所
得
税
）
か

ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ
税
金

が
移
し
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
住

民
税
は
毎
年
六
月
か
ら
翌
年
五

月
ま
で
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
一

月
か
ら
五
月
ま
で
は
所
得
税
が

減
っ
た
状
態
が
一
時
的
に
続
い

た
だ
け
。
六
月
に
入
る
と
、
所

得
税
が
減
っ
た
分
が
住
民
税
に

上
乗
せ
さ
れ
る
の
で
す
！

「
税
金
の
移
し
替
え
な
の
で
、

所
得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ

た
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
基

本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

の
が
国
税
庁
の
説
明
で
す
が
、

今
年
か
ら
定
率
減
税
（
所
得

税
は
十
％
、
住
民
税
は
七
、
五.

％
の
税
額
控
除
）
が
廃
止
さ
れ

た
の
で
、
去
年
よ
り
税
負
担
が

増
え
る
の
は
確
実
。
先
月
ま
で

と
同
じ
額
の
給
料
を
も
ら
え
る

つ
も
り
で
い
る
と
ガ
ッ
カ
リ
し

ま
す
な
。

税
金
の
話
題
は
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
た
い

で
す
ね
。

ほ
ん
と
に
。

簡
単
な
仕
組
み
の
い
わ
ゆ
る
、

フ
リ
ッ
カ
ー
す
る
表
示
灯
回
路

で
す
。

壊
れ
た
ラ
ジ
オ
や
ラ
ジ

カ
セ
の
部
品
で
製
作
で

き
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
ど
の
タ

イ
プ
で
も
使
え
ま
す
。

単
四
電
池
で
も
、
つ
け
っ

ぱ
な
し
で
約
４
ヶ
月
以

上
、
点
滅
し
ま
す
。

防
犯
、
マ
ー
カ
ー
、
目

印
な
ど
に
利
用
で
き
そ

う
で
す
ね
。
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
の
ケ
ー
ス
を
利

用
し
て
作
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
は
も
っ
と
小
型

に
し
て
、
基
盤
は
Ｇ
１

３
ボ
ン
ド
で
絶
縁
を
兼
ね
て
固

め
ま
す
。
な
る
べ
く
小
さ
く
作

る
の
が
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
ル
マ
ン

ア
メ
リ
カ
の
中
央
部
カ
ン
ザ

ス
州
ウ
ィ
チ
タ
に
本
拠
地
が
あ

る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
で

あ
る
。
創
立
者
コ
ー
ル
マ
ン
は

一
八
九
九
年
に
液
体
燃
料
ラ
ン

プ
の
レ
ン
タ
ル
業
を
始
め
た
こ

と
が
創
業
の
発
端
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
〇
五
年
に
は
自
社
生

産
を
開
始
し
、
ラ
ン
プ
の
メ
ー

カ
と
な
っ
た
（
現
在
も
コ
ー
ル

マ
ン
の
ロ
ゴ
に
は
ラ
ン
プ
が
描

か
れ
て
い
る
）

一
九
四
二
年

に
は
軍
の
要
請
を
受
け
て
小
型

の
ス
ト
ー
ブ
を
開
発
し
た
。
Ｇ

Ｉ
ス
ト
ー
ブ
と
呼
ば
れ
た
こ
れ

ら
の
ス
ト
ー
ブ
は
第
二
次
世
界

大
戦
で
大
量
に
使
わ
れ
た
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
五
〇

代
、
六
〇
年
代
に
ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
軍
へ
の

納
入
が
減
少
し
て
い
た
コ
ー
ル

マ
ン
は
、
こ
の
需
要
に
合
わ
せ

る
た
め
ラ
ン
プ
と
ス
ト
ー
ブ
以

外
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
生
産

も
始
め
た
。
一
九
五
四
年
に
ク
ー

ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
二
年

に
テ
ン
ト
及
び
ス
リ
ー
ピ
ン
グ

バ
ッ
グ
を
商
品
化
し
て
い
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
）
に
日
本

コ
ー
ル
マ
ン
（
現
コ
ー
ル
マ
ン

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
）
が
設
立

さ
れ
、
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

か
れ
こ
れ
、
な
ん
と
、

二
十
年
の
お
付
き
合
い

で
あ
る
。
故
障
は
、
ブ

レ
ー
キ
ワ
イ
ヤ
ー
の
ほ

つ
れ
と
、
タ
イ
ヤ
の
亀

裂
の
み
。

長
期
間
で
所
有
し
て
い
る
Ｓ

Ｒ
は
、
初
代
の
も
の
で
あ
る
。

写
真
の
よ
う
に
新
型
が
出
る

も
、
基
本
的
に
は
変
化
は
な
い

よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
確
か
に

メ
ッ
キ
関
係
、
ク
ラ
ッ
チ
、
デ

コ
ン
プ
等
は
改
善
さ
れ
、
一
層
、

乗
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
新
型
を
買
わ

な
く
て
も
、
中
古
で
充
分
で
す
。

な
る
べ
く
、
ノ
ー
マ
ル
車
を

に
探
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

性
能
は
、

今
時
の
ス
ク
ー

タ
ー
に
は
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
、

す
べ
て
に
、
負
け
ま
す
。

し
か
し
、
気
分
で
勝
て
る
の

で
す
。
自
分
の
心
の
中
で
。

そ
う
い
う
マ
ニ
ア
バ
イ
ク
な

の
で
、
き
っ
と
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

な
の
で
す
ね
。
フ
レ
ー
ム
に
オ

イ
ル
を
入
れ
、
エ
ン
ジ
ン
内
部

に
送
ら
れ
る
珍
し
い
機
構
や
、

ヤ
マ
ハ
オ
フ
ロ
ー
ド
Ⅹ
Ｔ
エ
ン

ジ
ン
を
起
用
し
た
頑
丈
な
シ
ン

グ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
、
玄
関
に
飾
っ

て
置
き
た
い
で
す
な
。

家
宝
に
し
た
い
が
、
ご
理
解

が
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

平
成
十
九
年
六
月
七
日
（
木
）

十
六
時
四
十
五
分

十
四
階
職
員
課
打
合
せ
室

一
組
側
：
内
田
参
事
、
尾
崎

参
事
（
職
員
課
長
）
、
江
部

副
参
事
、
松
本
労
務
担
当
課

長組
合
側
：
細
谷
副
委
員
長
、

山
崎
（
精
）
組
織
部
長
、
箱

田
書
記
長
、
内
山
書
記
次
長

内

容

当
局
側
：
清
掃
労
組
一
組
総

支
部
か
ら
、
設
備
管
理
職
の

採
用
と
任
用
制
度
改
善
、
お
よ

び
事
務
職
員
の
採
用
と
区
派
遣

職
員
の
固
有
化
に
関
す
る
要
求

書
を
提
出
し
た
い
と
の
申
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い

ま
か
ら
お
受
け
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

組
合
側
：
本
日
は
、
設
備
管
理

職
員
と
事
務
職
員
に
関
す
る
要

求
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

で
は
、
要
求
書
を
読
上
げ
た

う
え
で
、
主
旨
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

要
求
書
を
読
上
げ
後
、
手
渡
し
。

こ
こ
に
要
求
し
た
内
容
は
、

我
々
が
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
組
合

員
の
切
実
な
声
で
あ
り
ま
す
。

設
備
管
理
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
再
々
「
大
変
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
」
と
の
説
明
を

受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
我
々

に
と
っ
て
は
極
め
て
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
技
能
系
職
員
の
採

用
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
職
員
の
採
用
と
固

有
化
に
つ
い
て
も
、
十
七
年
七

月
の
区
長
会
確
認
で
は
了
承
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
設
備
管
理
職
員
が

清
掃
工
場
の
安
全
・
安
定
的
な

稼
動
に
は
絶
対
に
必
要
な
職
で

あ
る
こ
と
ほ
当
局
も
認
め
て
き

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
事
務
職

員
に
つ
い
て
も
清
掃
工
場
の
円

滑
な
運
営
と
、
二
十
三
区
の
廃

棄
物
中
間
処
理
を
円
滑
に
進
め

る
に
は
業
務
に
精
通
し
た
職
員

が
必
要
な
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

当
局
は
、
昨
年
十
一
月
二
十

二
日
の
小
委
員
会
交
渉
に
お
い

て
設
備
管
理
職
員
が
将
来
に
不

安
を
覚
え
る
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
日
々
の
職
務
に
専
念
で
き

る
体
制
づ
く
り
は
我
々
の
責
務

で
あ
り
、
急
務
で
あ
る
と
認
織

し
て
お
り
ま
す
。
と
発
言
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
事
務
職
員
を
含
め
て

一
組
と
清
掃
工
場
の
運
営
に
必

要
な
人
材
を
整
え
る
の
は
当
局

の
責
任
で
す
。
当
局
側
の
い
ま

一
層
の
努
力
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

当
局
側
：
た
だ
い
ま
、
設
備
管

理
職
員
及
び
事
務
職
員
の
採
用
、

任
用
制
度
改
善
等
に
関
す
る
要

求
書
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
し

た
。
要
求
書
と
そ
の
主
旨
は
早

速
、
副
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
四

月
九
日
の
交
渉
席
上
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
副
管
か
ら

「
設
備
管
理
職
員
の
採
用
問
題
」

と
「
事
務
職
員
の
固
有
化
問
題
」

は
十
九
年
度
の
重
点
課
題
ひ
と

つ
と
し
て
取
組
む
、
設
管
の
採

用
問
題
は
「
二
十
三
区
の
状
況

を
勘
案
す
れ
ば
技
能
系
職
員
の

採
用
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

あ
る
が
、
清
掃
一
組
と
し
て
は

一組管理者 多田正見様
一組総支部 岩田正隆

一組は「事務職員の固有化」を19年度の
最重要課題の一つとしています。この点に
つきまして総支部として次の二点を具体的
に要求します。
1、事務職員は技術職員、設備管理職員に
ついで人数の多い職種であり、その存在抜
きに一組組織が成り立たないことはいうま
でもありません。工場など諸施設では管理
係に配属され、契約、予算、人事、給与、
福利厚生など庶務全般を担当し、本庁にあっ
ては庶務だけではなく、清掃行政全般を技
術職員とともに担っています。ところが、
現在、管理職を除く一般職員196人中、一
組固有職員は本庁で５人、工場で８人となっ
ており、しかもその大多数が団塊の世代で
あり、数年後には数名になってしまいます。
その他は全て区派遣職員であり、普通２、

３年で、長くても５年くらいで派遣終了し
て区に戻っているのが現状です。
これでは独立した行政組織として安定し

た運営が危ぶまれます。一日も早く、事務
職員を新規採用し、長期的な人材育成を図
ることを要求します。

２、区派遣職員の事務職員の中には長期に
わたり一組に在職し、引き続き一組に留ま
り、清掃事業に携わることを希望している
職員も存在しています。
このような職員の培った知識と経験を、

一組として活用するためには区派遣の事務
職員から希望により固有職員になる路を作
ることが必要だと考えます。来年度からで
も固有職員化できるよう二十三区に働きか
けるよう要求いたします。

一組総支部

事務局

一組本庁支部内

fax6238-0504

tel6238-0502

e-mail

seisou-ichkumi

@w7.dion.ne.jp

一組総支部

執行委員長

岩田正隆

副委員長

教宣担当

山下秀男

編集

教宣部長

福田雄一

中央

労動金庫

全労済

東京都本部

セレモア

つくば

詳細は

支部役員へ

６月１８日
一組総支部執行

委員会
２０日
一組総支部支部

委員会
２７日
一組総支部

ボウリング大会
２９日一組総支部

臨時大会
今後の課題

職免、組合帰属問題、
設備管理職員採用
任用制度の要請
野球大会、

２００７年６月１３日 東京清掃労働組合 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第 １４ 号

行動予定

制度改善






